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Ti:Sapphire laser の基本波の一部を BBO 結晶に通して発生させた第二高調波




半径 ～3.5 nm)を持つCsPbBr3 NCsおよ
び CsPbBr3 NCs-Pt の TEM 像を示す。
キューブ状の CsPbBr3 NCsが観測され，
構造解析の結果，CsPbBr3 NCsの粒径
は 9.0±1.3 nm（図 1a），9.3±1.7 nm
（図 1b）であることが明らかとなった。
また，図 1b では，CsPbBr3 NCs に球状の粒子が接合している様子が観測され
る。Ptを含まない系ではこの粒子が観測されないことから，球状粒子として Pt
が CsPbBr3 NCsに接合していることがわかる。また，Ptの粒形は 4.1±1.0 nm
図１ 大きい粒径の CsPbBr3 NCs (a) 























 同程度の粒径で大きな CsPbBr3 NCs
と CsPbBr3 NCs-Ptの 1Sブリーチ信号
の立ち上がりの比較を行った（図３）。
励起パルスをパルス幅 100 fs のガウス
関数として畳み込み積分を行った結果，
CsPbBr3 NCsの立ち上がり成分は330 fsであったのに対して，CsPbBr3 NCs-Pt
の立ち上がり成分は 120 fsであった。これは，Ptを CsPbBr3 NCsに接合する
ことにより，高励起状態の電子がバンド端へ緩和するよりも早く Ptへ遷移する
ホット電子移動に起因しているものと考えられる。また，Pt接合系では CsPbBr3 
NCs のみに比べ 1S ブリーチ収率も低下した。一方，粒径が小さくなるとバン
ド内緩和の速度が早くなるため，ホット電子移動はほとんど観測されなかった。 
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図２ CsPbBr3 NCs の Auger 再結合
の粒径依存性 (D：粒径) 
図３ 大きい粒径の CsPbBr3 NCs と
CsPbBr3 NCs-Pt の早い時間領域にお
ける 1S ブリーチダイナミクス
(CsPbBr3 NCs : mon. = 507 nm, 
CsPbBr3 NCs-Pt : mon. = 512 nm) 
Auger ∝ D3 
